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浜松市内で約 40 年前から野生化しているタイワンリス。本来の生息場所は、東南アジアで、
日本にはもともと生息していませんでした。今では、市内で当たり前に姿を見ることができ、浜

松城公園や佐鳴湖公園では、餌付けがされています。しかし、それは正しい姿でしょうか。人間

によって連れてこられたリス、本来いるはずのない外来リスが、在来のニホンリスの生息場所を

奪おうとしています。また近年では、ミカン、カキ、シイタケなどへの被害を発生させています。

このままでは、取り返しのつかない事態になる恐れがあります。そうなる前に、浜松のタイワン

リスをどうしていくべきか、できることはないか、みなさんで考えてみませんか？

■ JR浜松駅から徒歩 10分
■ 遠州鉄道「遠州病院駅」から徒歩 2分
※施設専用の駐車場はありません。お車でお越しの際

は、近隣の駐車場（有料）をご利用ください。

日 時：2019年 2月 2日（土） 16：30～18：30
会 場：浜松市地域情報センター ホール（浜松市中区中央一丁目１２－７）

定 員：150名
参加費：無料

対 象：外来生物に興味のある方

申 込：不要

内 容：１．「タイワンリス」ってどんな生物・・・・・・・ 森林総合研究所  林典子

２．浜松市の「タイワンリス」とその被害・・・・・ 奈良教育大学   鳥居春己

３．「タイワンリス」って根絶できるの？・・・・・・森林総合研究所  安田雅俊

４．これから浜松はどうする？・・・・・・・・・・ 浜松市環境政策課 担当職員

会場案内 

-熊本県での対策事例-


